
 『地域生活支援』 
                

  

 平成24年6月27日に「障害者自立支援法」から「障がい者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するた

めの法律」（障害者総合支援法）が公布され、障がい者が自立した日常生活や社会生活を継続できるような支

援が強化されることが明確に打ち出されました。 

 私が平松記念病院に入職した25年前はまだ精神疾患、特に統合失調症は「治らない、或いは治り難い病気」

という解釈から、地域や社会から切り離された生活を余儀なくされていた時代のなごりがありました。「地域での生活

を継続できるよう支援する」という考えに切り替わった現在の社会情勢の移り変わりには隔世の感を覚えます。 

 私が担当している「デイケア・ショートケア」では障がいを持つ方々に対し、①生活のリズムを整える、②生活の楽

しみを持つ、③就労に向けたステップアップ、④孤立しないようコミュニケーションの場を持つ、⑤身体機能の維持

向上等、様々な目的で利用者と関わらせて頂いています。スタッフも医師をはじめ、看護師、作業療法士、精神保健福祉士、心理士等で

構成し各職種間で様々な角度から意見を出し合い、利用者が「如何に地域での生活を継続できるか？」ということを 重視しながら、仮に

入院が必要となった場合であっても早期に介入することで入院期間を短くし、早期に元の生活に戻ることが出来る事（地域生活支援）を考え

ながら働いているつもりではあります。 しかしながら利用者の個々の問題に対応するには単独部署では当然不可能で、「訪問看護」「作業

療法」「外来」「入院」「薬局」「栄養」等「チーム医療」という概念を常に意識し、他部署との連携をより一層強化しながら「地域生活支

援」に貢献していきたいと思っております。                              
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平松記念病院 広報誌 

患者さんの権利  
私達は、患者さんの以下の権利を遵守して日々の医療を行います。 
１.安全で適切な医療を公平・平等に受ける権利 

２.個人として人格を尊重される権利 

３.治療、病状、検査などについて、十分な説明を受ける権利 

４.十分な説明や情報提供のもと、どのような医療を受けるかを選択する権利 

５.個人情報やプライバシーが守られる権利 

６.セカンドオピニオンを受ける権利 

７.精神保健福祉法を遵守した医療を受ける権利 

患者さんの責務  

１.最善で適切な医療を受けるために、病状経過や過去の治療歴・アレル

ギー歴などの情報を提供する必要があります。 

２.治療効果をあげるために、医療関係者と共同して治療に取り組む必要が 

 あります。 

３.円滑な医療サービス体制を確保するために、病院や社会生活上のルール 

 やマナーを遵守する必要があります。 

基本方針 理念を実現するために５つの基本方針を定めます。 

１.精神障害者の医療および保護を行い、自立のために、社会復帰および社会 

 的経済活動への支援をします。 
 

２.その障害の予防に取り組み、市民の精神保健の向上を目指し、地域に根ざ 

 した病院を目指します。 

理 念 

１.私たちは、人権を尊重し、信頼と満足感を持っていただけるように努めます。 

２.私たちは、あいての身になって受容的態度をもって接するように努めます。 

３.私たちは、自己研鑽に努め、情報を共有し、連携・協力し合うチ－ム医療を目指します。 

４.私たちは、常に新しい医療・保健・福祉システムを提供できるように努めます。 

５.私たちは、地域における自らの役割を認識し、地域に貢献します。 

患者さんの権利と責務について 適切な精神科医療・保健・福祉を目指し次の二つの柱を 

基礎に据えます。 

雨の日の陶芸窯とシロムクゲ 

  

 この度、当院作業療法科の金由起子さんが第5回IBFA女子野球ワールドカップにおいて健闘し、功

績をたたえられ文部科学大臣よりスポーツ功労者として顕彰状が贈られました。 

   夏祭りが終わると夏もひと段落したなぁという気夏祭りが終わると夏もひと段落したなぁという気夏祭りが終わると夏もひと段落したなぁという気

になります。お盆を過ぎて暑さも和らいできましたになります。お盆を過ぎて暑さも和らいできましたになります。お盆を過ぎて暑さも和らいできました

が、これからも沢山のイベントが控えています。広報が、これからも沢山のイベントが控えています。広報が、これからも沢山のイベントが控えています。広報

誌で少しでもその楽しさが伝えられるようにしていき誌で少しでもその楽しさが伝えられるようにしていき誌で少しでもその楽しさが伝えられるようにしていき

たいです。たいです。たいです。                        

広報委員広報委員広報委員   白川白川白川   

 7月27日、28日に旭川で第25回病院対抗ソフトボール大会が行

われ、今年も全道から６病院が参加しました。今回は当番病院のた

め懇親会のゲーム企画や試合準備もあり忙しかったのですが、優

勝を目標に休日返上で練習を重ねてきました。試合当日は順調

に勝ち進み、決勝戦ではライバル病院の端野病院との戦いとなり、

初回の大量失点を徐々に追い上げた試合展開となりましたが、あ

と一歩力及ばず優勝トロフィーを持ち帰ることはできませんでした。 

 来年は札幌での開催を予定していますので、地元開催のため

優勝を目指し日々練習に励みます。又、秋に行われる第5回札幌

市精神科病院ソフトボール大会でも高成績を目指します。結果についてはホームページに掲載しま

すので乞うご期待!!（文責 豊田） 



  当院の委員会活動の紹介 ～病院改善委員会～ 第4回 

 病院改善委員会はよりよい医療の提供ができるように業務

を幅広く見直し、質の向上に取り組み魅力のある病院を目指

す委員会です。委員は理事長、院長、事務長、看護部門、経理

部門で構成されています。 

 活動内容は、各部門の目標を設定し、種々の業務の改善を

検討実施しています。また、患者さまおよびご家族からの意見

を尊重し、ご意見箱からの意見を回収・分析し改善を検討実施

しています。具体的には転倒予防のために出入口のマットの長さ等を検討したり、外来の待ち時間を短縮

するため予約制導入、敷地内禁煙等に取り組んで参りました。 

 最近では、病院隣りの中央図書館前の横断歩道橋の撤去と信号機設置に向けての

話し合いを町内会や関係官省庁とおこなっています。 

 まだまだ、多くの改善が必要ではありますが、今後も取組みを継続し地域から支持

される病院を目指して日々努力していきたいと思います。 

       （文責：病院改善委員会 佐々木） 

  
   6⽉のお祭りの季節に病院⾏事として楽しい企画を、ということで研修委員会が院内で定期的
に開催している症例検討会を、病院を⾶び出し・・・札幌プリンスホテルで「第⼀回平松記念病
院臨床研究会」と題して6⽉29⽇（⼟曜⽇）に開催しました。 
 チーム医療をテーマに２演題の発表があり、実際の症例が提⽰されたことで、多職種が連携し
ていくことの重要性について改めて理解することができました。また、その中の１症例は⾃分も関
わった症例であり、檀上での発表は緊張しましたが、⽇々の実践を発表することで業務について
振り返ることができたように思います。 
 その後、⾏われた懇親会でも和やかな雰囲気の中、職員同⼠意⾒交換ができ、今後の仕事
の糧になることと思います。 第2回は未定ですが、⽇々患者さんのことをチームで考えていきたい
と思います。 

（⽂責 豊⽥） 

 

 平松記念病院では、地域の皆様や患者さんならびにそのご家

族を対象として、公開講座を開催いたしております。多くの皆

様の参加をお待ちしております。 

クローズアップ 

 精神疾患に対する薬物治療が安全かつ適切に行えるように、患者さん個々の症状や状況に合った

薬物治療を提案しています。患者さんが薬物治療を受ける際の疑問や不安の解消に努め、積極的な治

療参加を促して安心して服薬できるように支援しています。また、スタッフに対しても情報提供するな

ど、薬物治療の専門家としてチーム医療を支えています。 

演題1 色とこころ－村上春樹の新刊を読む－  

        講師 平松記念病院 院長 宗 代次 

 

演題2 「この頃ふえた“うつ病”－相談・診断・治療・援助の実際－」 
 講師 平松記念病院 精神医学センター長 山下 格 

日時：１１月９日（土） 講演開始時刻 13：30～ 

会場：平松記念病院 ２階 作業療法室 
  

＊参加費無料。どなたでもご参加いただけます。 

お問い合わせ：011-561-0708（地域連携室 豊田） 

 去る8⽉7⽇「夏祭り」が開催されました。  

昼の部は出店とイベントで賑わい、今年の⽬⽟

である武蔵⼥⼦短期⼤学のよさこいチームによ

る演舞はとても華やかな様⼦で私たちも元気を

分けてもらう事が出来ました。毎年恒例となっ

た夜の部の盆踊りと花⽕ですが、あいにく悪天

候のため中⽌となってしまいました。来年は天

候に恵まれる事を祈ります。 

（⽂責：井村） 


